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【平成２２年度 事後評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

（評価意見） 

 植物自家不和合性の分子基盤を構築する当初の目的に対して、期待どおりの進展

があったと判断する。植物の自家不和合性の研究は、植物の自己非自己認識の機構

を明らかにする研究として注目されてきたばかりでなく、農業生産の立場からも重

要である。この分野は、研究代表者を初めとする日本の研究者が世界をリードして

きたが、本研究の推進で、さらに加速された。 

 本研究の主要課題であるアブラナ科植物の胞子体型自家不和合性の研究に関して

は、その作用機構の全容をほぼ明らかにするとともに、本来自家和合性であったシ

ロイヌナズナを自家不和合性にすることに成功した。この成果は、新たな研究ツー

ルを提供するとともに、自家不和合性の進化にも光を当てた。また自家不和合性遺

伝子の発現の優务に sRNA が関わることを示し、メチル化等エピジェネティックな

調節機構が存在することを明らかにし、自家不和合性のみならず生物全般にわたる

原理に新たな一石を投じた。さらに、胞子体型自家不和合性の研究においては、ペ

チュニアを材料にして、従来考えられていたより複雑な機構で自家不和合性が成立

していることを明らかにしている。研究成果は世界的に一流の学術雑誌などに積極

的に公表されており、次世代を担う小中高生への出前授業など、アウトリサーチ活

動も活発である。 

 


